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一
、
龍
田
神
社
の
毘
沙
門
天

　
茂
原
市
下
太
田
の
萬
光
寺
は
、

千
葉
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）

在
銘
の
梵
鐘
の
存
在
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
す
ぐ
上

に
あ
る
、
現
在
、
龍
田
神
社
と
呼

ば
れ
て
い
る
祠
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
中
期
の

天
明
の
頃
記
さ
れ
た
『
太
田
郷
鎮

守
毘
沙
門
天
王
縁
起
』
（
『
茂
原

の
古
文
書
史
料
集
第
十
九
集
』
所

収
）
に
よ
れ
ば
、
十
五
世
紀
末
に

土
気
城
を
再
興
し
た
酒
井
小
太
郎

（
定
隆
）
の
父
に
あ
た
る
酒
井
左

衛
門
佐
貞
重
が
、
武
運
長
久
を
祈

願
し
て
こ
の
地
に
祠
を
建
立
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
安
置

さ
れ
た
の
が
こ
の
毘
沙
門
天
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
龍
田
神
社
内
に
掲
示
さ
れ
た
記

録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
毘
沙
門
天
は

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
改
装

さ
れ
、
さ
ら
に
平
成
八
年
に
補
修

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
記
の
縁
起
に
は
「
天

正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
十
一
月

権
現
様
御
鷹
狩
ト
シ
テ
東
金
江
成

ラ
セ
ラ
レ
、
酒
井
家
之
古
城
之
濫

觴
毘
沙
門
天
起
立
聞
シ
召
サ
ラ
レ
、

太
田
郷
江
成
ラ
レ
シ
毘
沙
門
天
江

参
詣
遊
サ
レ
、
御
武
運
ヲ
御
祈
誓

ア
リ
（
中
略
）
酒
井
様
御
建
立
被

成
候
御
堂
ハ
丸
キ
金
ノ
ヌ
リ
柱
ニ

テ
」
云
々
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
徳
川
家
康
が
酒

井
氏
建
立
の
堂
に
あ
る
毘
沙
門
天

に
参
詣
し
、
武
運
長
久
を
祈
願
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
毘
沙
門
天
へ
奉
納
さ
れ
た
鰐
口

 

毘
沙
門
天
に
奉
納
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
鰐
口
が
近
年
萬
光
寺
か
ら

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、

次
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
大
毘
沙
門
奉
寄
進
鰐
口
　
上

総
国
埴
生
郡
　
承
応
四
乙
未
歳
二

月
三
日
下
太
田
村
人
数
廿
八
人
」

　
文
字
通
り
承
応
四
年
（
一
六
五

五
）
に
当
時
の
下
太
田
村
の
二
十

八
人
の
村
人
が
こ
の
鰐
口
を
毘
沙

門
天
に
奉
納
し
た
と
い
う
こ
と
が

記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
信
仰
の

厚
さ
が
窺
が
え
ま
す
。
こ
の
鰐
口

も
江
戸
時
代
初
期
に
制
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
毘
沙
門
天
同
様
貴

重
な
文
化
財
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
新
版
『
茂
原
市
史
』
の

発
刊
に
向
け
て
多
方
面
に
わ
た
っ

て
調
査
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

後
世
に
残
す
べ
き
文
化
財
が
保
存

さ
れ
、
研
究
成
果
が
広
く
普
及
す

る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

茂
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　夏
草
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
明
美

溢
れ
る
緑
の
中
を

自
由
に
駆
け
て
い
た
頃

ま
る
で
シ
ャ
ワ
ー
の
様
に

朗
ら
か
に

温
か
に
降
り
注
い
で
い
た

あ
の
声

た
だ
立
っ
て
い
る

そ
の
耳
元
で

眠
っ
て
い
る
時
で
さ
え

絶
え
間
な
く

快
く
漂
っ
て
い
た

あ
の
声

大
地
が

空
が

風
が

水
が

そ
し
て
沢
山
の
人
が
発
す
る

柔
ら
か
な
声

す
ぐ
傍
で

き
っ
と
誰
の
耳
に
も

届
い
て
い
た
筈
の

あ
の
鮮
や
か
な
声
が
今
は

う
ま
く
聞
き
取
れ
な
い

呼
び
戻
し
た
く
て

確
か
め
た
く
て

目
を
閉
じ

心
を
空
に
し
て

古
里
の
原
に
似
た

夏
草
の
中
に
立
っ
て
い
る
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